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日本の森林 ー森林面積の推移ー１． 本 森林

人工林 天然林 その他

全国土面積（3800万ha）のおよそ 66%
(100万 ha)

1.73 1.92 1.45 1.39 1.37 1.36 1.37 1.41

30

25.17 25.22 25.27 25.28 25.26 25.21 25.15 25.12

15 51 14.44 14.44 13.99 13.67 13.52 13.38 13.35

20

e
a

15.51

10

a
re

7.93 8.86 9.38 9.9 10.22 10.33 10.4 10.36

00

1966 1971 1976 1981 1986 1990 1995 2002

半世紀、森林の面積は変化していない。
資料：林野庁 2002年3月現在多くの国民は森林は減少していると思っている



日本の森林 蓄積量の変化

4500 人工林 天然林
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半世紀 森林の量は増加している

資料：林野庁 2002年3月現在

半世紀、森林の量は増加している。



日本の人工林 齢級（樹齢）分布日本の人工林 －齢級（樹齢）分布－
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人工林はこんなに大きくなっているのに使われていない 齢級

資料：林野庁 2002年3月現在

人工林はこんなに大きくなっているのに使われていない 齢級



日本の森林 蓄積量の変化
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と う とは 昔は森林が少なか た
資料：林野庁 2002年3月現在

ということは、昔は森林が少なかった？



昨年は全国植樹祭60周年であった。

36都道府県のかつての森の姿が載っ都 府県 森 姿 載
ている









Ａ

昔、山は荒れていた。

「はげ山」あるいは禿赭地（とくしゃち）といった 愛知県の荒廃状況「はげ山」あるいは禿赭地（とくしゃち）といった。 愛知県の荒廃状況

緑の万博会場も （愛知県、2000）



はげ山でなくても、瘠悪林地（せきあくりんち） 岡山県北部の状況Ｂ

（岡山県、1997）



この頃、河床は土砂でいっぱい（岡山県）Ｃ

今、このように土砂がいっぱいの川は、全国に一つもない （岡山県、1997）



広重の絵に豊かな森は出てこない



林床植生が貧弱



山腹にもマツ。マツ林は浜辺などの養分の少ない土地で繁茂





110年前（1900
年）の土地利用年）の土地利用

農業的土地利用 16.75％

森林 65.48％

都市集落・道路・鉄道

4.13％

その他 13.64％
（荒地10.68％、砂礫地0.56％）

氷見山幸夫（1992）：日本の近
代化と土地利用変化 より



年前 土地利用110年前の土地利用



写真Ａ 写真Ｂ

豊かな森豊かな森
は50％に
届かない





荒廃していたのは里山荒廃していたのは里山・・・
幕末にはその半分以上が草地？！

「野」：草地・芝地・茅場 田の肥料としての刈り敷き用の草や潅木の若芽
牛馬の飼料や厩の敷き草とする秣（まぐさ）
屋根葺き用の茅（かや）

「山」：樹林 農業用資材の鋤（すき）の柄（え）山」 樹林 農業用資材 鋤（すき） 柄（ ）
たきつけ用の落葉落枝
薪炭材（薪炭林）
建築用材建築用材
山菜・きのこ・たけのこ

（北尾邦伸）

里山は農用林・生活林だった

里山＝入会地：入会のルールを決めて皆で使った里山＝入会地：入会のル ルを決めて皆で使った



これが里山の植生だ！



里山



日本の植生(森林)の変遷
• 森林(里山)の荒廃は古代都市の成立と共に始まる

日本の植生(森林)の変遷
( )

• 戦国期から江戸期にかけての人口の増加により、森
林の荒廃が全国的に進行・・・江戸時代は「山地荒林の荒廃が全国的に進行 江戸時代は「山地荒
廃の時代」／儒学者による「治山治水」思想

• 明治中期：歴史上最も荒廃していた時期・・・• 明治中期：歴史上最も荒廃していた時期・・・
治水三法と国土保全事業(治山と砂防)
戦後 天然林(奥山)の伐採と「拡大造林」• 戦後：天然林(奥山)の伐採と「拡大造林」

• 現代：人工林の成長と里山における森林の復活
日本の森林は400年ぶりの緑を回復している
（1億2700万人も住んでいるのに・・・）

森林はもはや荒廃していない！？・・・森林はもはや荒廃していない！？



現代の森林の“荒廃”

● 森林は回復したのに・・・山が荒れている!?
森林が使われなくな 荒廃・里山の森林が使われなくなって、荒廃している

広葉樹の繁茂・竹林の繁茂 →生態遷移の進行
人が入 た森 入れなくな 荒れ る・・・人が入った森に入れなくなって荒れている

・奥山の森林の保全が十分でなく 荒廃している・奥山の森林の保全が十分でなく、荒廃している
登山・観光・開発・シカの食害・伐採・大気汚染
・・・人が入らなかった森に入るようになって荒れている人が入らなかった森に入るようになって荒れている

・人工林が手入れされずに荒廃している
間伐の遅れ、花粉症など
・・・手入れを前提として植えたのに手入れされずに

荒れている荒れている
“質的に荒廃している”と言える



日本で森林が復活した（それでも
50％以下には減少しなかった）理由

自然条件

• 温暖・多雨な気候
• 急峻な山地 地形が険しい(開発不能）

自然条件

• 急峻な山地･･･地形が険しい(開発不能）
• もろく、細粒化しやすい地質(土壌の発達)

• 治山・砂防工事と拡大造林
社会条件

• 化石燃料と化学肥料の使用（1960年代～）
• 放牧が未発達
• 山岳民族が存在しない
• 林業の不振林業の不振



２．

森林は水循環にどんな
影響を及ぼすか影響を及ぼすか



森林の水源涵養機能森林の水源涵養機能

１ 洪水緩和機能

洪水流出ハイドログラフのピーク流量を減少させる

直接流 量を減 さ直接流出量を減少させる

２ 水資源貯留／水量調節２ 水資源貯留／水量調節

洪水流出を遅延させることにより無効流量を減少さ
使 る水量を増やす（渇水緩和とは言わな ）せ、使える水量を増やす（渇水緩和とは言わない）

３ 水質浄化機能３ 水質浄化機能

土壌の緩衝作用等により森林を通過する雨水の水
質を改善する質を改善する



小流域からの流出の研究小流域からの流出の研究

①洪水流出／高水流出と低水流出で
流出メカニズムが異なる流出メカニズムが異なる
②多くの因子が関与する
③観測に手間がかかる

降雨 流出過程

③観測に手間がかかる

降雨－流出過程

降雨（気象） 流域

洪水

降雨（気象）

降雨総量

降雨強度

流域

地形・地質・気候
河川

森林（植生）
流出

洪水

低水
<土地利用>

降雨強度

無降雨日数

先行水分条件(先行水分条件)



地表流、浅い地中流など→洪水流出

斜面から基盤岩内への浸透→地下水涵養

地下水
涵養

洪水流出洪水流出



地下水の流出→低水流出（遅れて流出→水資源貯留）

低水流出



降雨流出過程に関係する因子

森林（植生）

河川の多面的機能

排水
土地利

降雨（気象）特性

降雨総量 河川

流出
洪水（負の機能）

渇水（負の機能）

水質浄化

<土地利用>降雨強度

無降雨日数

(先行水分条件)

樹冠の変化

裸地

矮林

洪水

低水河道の
影響 水質浄化

生態系保全

景観保全

矮林

針葉樹林

樹高／林齢

皆伐跡地／択伐

気候特性

降水特性

年降水量 P

影響

気候緩和

水利用

生活・農業・工業用水

皆伐跡地／択伐

間伐／枝打ち

広葉樹

年降水量 P

季節降水量

蒸発散特性

＜純放射量Rｎ、放射

水産

交通（舟運）

観光･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ

森林土壌の変化

裸地 矮林地？

植生回復初期

乾燥度Rｎ／λP＞

地形特性

斜面傾斜 観光 ﾚｸﾘｴ ｼｮﾝ

文化
皆伐跡地

人工林（閉鎖度）

天然林

斜面傾斜

（水系網パターン）

地質特性

基盤の透水性

（自然条件） （自然＋人為）

基盤の透水性

因子が多く、多様である



降雨流出過程に関係する因子

森林（植生）
河川の多面的機能

排水
土地利

降雨（気象）特性

降雨総量 河川ダム

流出

排水

洪水（負の機能）

渇水（負の機能）

水質浄化

<土地利用>降雨強度

無降雨日数

(先行水分条件)

樹冠の変化

裸地

低木林

洪水

低水

水質浄化

生態系保全

景観保全

低木林

針葉樹林

樹高／林齢

皆伐跡地／択伐

気候特性

降水特性

年降水量 P

環境保全

気候緩和

水利用

生活・農業・工業用水

皆伐跡地／択伐

間伐／枝打ち

広葉樹

年降水量 P

季節降水量

蒸発散特性

＜純放射量Rｎ、放射 生活 農業 業用水

水産

交通（舟運）

観光 ﾚｸﾘｴ ｼ ﾝ

森林土壌の変化

裸地 矮林地？

植生回復初期

乾燥度Rｎ／λP＞

地形特性

斜面傾斜
観光･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ

文化

皆伐跡地

人工林（閉鎖度）

天然林

斜面傾斜

水系網パターン

地質特性

基盤の透水性

（自然条件） （自然＋人為）

基盤の透水性

（人為）



森林水文試験（東京大学愛知演習林白坂量水観測施設）

流域面積88ha



対照流域法

降雨条件、

気候

A：処理流域

B 基準流域

気候、

地形、

地質 B：基準流域地質

等の条件を同じにして、

森林の取り扱いの影響を調べる



・対照流域法を試みても森林の洪水緩和機能はよく判ら
なか たなかった

・むしろ森林による水消費が明確になった

（真板・鈴木、2009）





（Swankら、1988）



世界の対照流域法試験による観測結果



プロット試験：

斜面で比較した斜面で比較した

左の斜面：

木を植栽しただけで森木を植栽しただけで森
林土壌は存在しない





水源涵養機能は、おもに森林が雨水を地表流から地
中流に変えることにより発揮される。 すなわち、

流 流速 流 格（1）地中流の流速は地表流に比べて格段に遅い、
（2）地中流は地下水を涵養する。

さらに言えば、

①森林の林床（鉱物土壌の表面）が落ち葉や枯れ枝①森林の林床（鉱物土壌の表面）が落ち葉や枯れ枝
あるいは下草で覆われていること、 および
②森林土壌の良好な透水性②森林土壌の良好な透水性
により発揮される。

水源涵養機能を発揮する主体は「健全な森林土壌」



裸 地 健全な森林（土壌）

森林
土壌

①

土壌②

地質

雨水は全て浸透する

①が存在しない（裸
地）場合は、土壌表
面の目詰まりによる面の目詰まりによる
層（雨撃層、クラス
ト）が雨水を浸透さ
せず、地表流が発

長期的には土壌
層が消失する

せず、地表流が発
生する



「健全な森林土壌」とは、落ち葉や枯れ枝の層（A0層と言
われる）あるいは下草で覆われた森林土壌のことわれる）あるいは下草で覆われた森林土壌のこと

・・・「森林土壌はスポンジのように間隙が多いから」と言うだけではない

人工林でも天然林でも、「健全な森林土壌」が維持されて
いれば、水源涵養機能は発揮されるいれば、水源涵養機能は発揮される

・・・どちらの浸透能も豪雨の降雨強度より大きいから（飽和透水係
数でも同様）数でも同様）

例えば（村井・岩崎1975）、

広葉 針葉 降広葉樹天然林271.6mm/h＞針葉樹人工林260.6mm/h＞最大降雨強度187mm/h

がよく引用される

森林の「地下部」が水源涵養機能を発揮している

では、降雨流出課程において、森林の地上部／樹冠はどのように作用するか



降水過程＋蒸発過程（遮断蒸発） 蒸発過程（蒸散）

降水中および降水直後：地上に到達する水量
を減少させる

無降雨日：土壌中の水分を流出さ
せない／水分を消失・減少させる
→土壌中の水分空き容量を大きく→土壌中の水分空き容量を大きく
する

森林による水消費： 広葉樹より針葉樹のほうが大きい

洪水緩和機能よりも水資源量や低水流出への影響が大きい



森 林 森林の部位

降水過程 樹冠遮断 （樹冠）

水循環

流出過程 土壌浸透 水源涵養機能 地下部

土砂流出防止 洪水緩和
（下草やリターを含めた）

水資源貯留

水質浄化

蒸発過程 遮断蒸発

森林の水消費 樹冠

蒸散 熱環境緩和 （地上部）

有機物生産 光合成

CO2吸収 物質循環

森林の構造・活動と水循環過程における機能



洪水緩和に関する森林の機能の取りまとめ

①森林の洪水緩和機能はおもに森林の地下部が雨水を地①森林の洪水緩和機能はおもに森林の地下部が雨水を地
表流から地中流に変えることにより流出を遅らせることで
発揮される発揮される。

②地上の樹冠は、降雨時に地表に到達する水量を減らし、
無効日には土壌中の水分を減らして空き容量を大きくする
ことにより洪水緩和に貢献する。

③降雨の増加とともに後者の効果は相対的に小さくなる

④したがって、樹冠の状態よりも林床の状態に注目する必
要がある



間伐遅れの
ヒノキ林

落ち葉 草

シカの食害地

落ち葉・下草

A層

B層

C層

下草や落ち
葉がない

C層

基盤岩

健全な森林と森林土壌 不健全な森林と森林土壌

下草、落ち葉、土壌
が残 ている

土壌（A層・B
層）がない

健全な森林と森林土壌 不健全な森林と森林土壌

が残っている 層）がない

丁寧な伐採・

皆伐跡地 はげ山の地表

丁寧な伐採・
搬出が必要



関連する知見

・森林土壌の浸透能はそれほど大きくない場合もある

・落葉落枝やA0層があってもホートン地表流は発生する

例）アカマツのリターはむしろクラスト形成を促進する

・撥水性土壌では地表流が発生する

例 林 ダが繁茂 林床 生例）ヒノキ林でシダが繁茂した林床に発生

・部分的に地表流が発生しても地表面が不均質なため連続した流れにはならない

樹幹流を地下に導くシステムや大きな鉛直流れを生むシステムがある・樹幹流を地下に導くシステムや大きな鉛直流れを生むシステムがある

・地中流にもパイプ流のように流速の大きい流れがある

土壌層や風化層の下の基盤岩面が不均質であるため あるいはその他により 基盤岩・土壌層や風化層の下の基盤岩面が不均質であるため、あるいはその他により、基盤岩
内の浸透流は従来言われてきた量より大きい場合が多い

・土壌が飽和状態でも流出を遅らせる機能は存在する

・流出に対する地質条件の影響をもっと重視すべきである

・森林土壌層の状態（層厚、森林利用の影響）を考慮する必要がある

・樹冠遮断蒸発や蒸散による土壌水分消失の直接流出への影響を重視する意見がある



（五味・宮田・恩田 2010）（五味・宮田・恩田、2010）



地質によって流況は明確な分類ができる
横軸は、年降水量を基準と
した渇水流量、縦軸は豊水した渇水流量、縦軸は豊水
流量と渇水流量の差

降雨が同じなら横軸が大き
い方が無降雨時に流量がい方が無降雨時に流量が
低下しにくい。

縦軸が小さいほど流況の変
動が小さい。動が小さい。

このあたりしかこのあたりしか
重なり合わない！ 堆積岩流域は渇水量が小さく変動

が大きいが、花崗岩や火山岩流域
は流況が安定していることが明らか
である。

谷 誠（2005）竜の口山
南谷

谷 誠（2005）：
志水ら(林試研報310, 1980)から引用



谷 誠：森林とその利用が環境保全に及ぼす影響に関する根幹と枝葉

気候・地質をベースとした土壌・植生による水流出への影響は明確に
なっており、根幹と位置づけられる。

過去に長く続けられてきた森林植生の利用は、土壌の持つ流出平準
化影響を変化させ、地質毎に与えられた水流出の根幹を、植生変化が
揺るがす。揺るがす。

現在のように、森林植生の利用
がなく、放置されることが前提と

植生 水収支を通じた
変化が生じる

がなく、放置される とが前提と
される限り、多少の植生変化は枝
葉の影響しか与えることはない。

土壌 流出平準化の

今後、森林植生が水流出に影響を
もたらすのは、地球規模での森林消
失を背景に 国内森林の再利用が

気候 地質

壌
変化が生じる

失を背景に、国内森林の再利用が、
再び、土壌の流出平準化機能に影響
を及ぼすことが問われるからである。

気候 地質





総降雨量と損失雨量の関係の例

最大流域貯留量

河川流出量

最大流域貯留量

貯留量

保水される量

出典：「森林流域の保水容量と流域貯留量」(藤枝､2007) 

（藤枝、2007）

・測定範囲内では必ずしも収束しないという言われ方も聞いている（降雨中蒸発？）



直接流出

流出率

（真板・鈴木、2009）







森林の洪水緩和機能森林の洪水緩和機能

これまでの説明によ て 森林水文学が対象とする（小）流域においてこれまでの説明によって、森林水文学が対象とする（小）流域において、

・中小規模の洪水において森林は洪水緩和機能を発揮すると言って良い
であろうであろう。

・治水計画の対象となるような大洪水に対する洪水緩和効果は、降雨量が
増加するにつれ、より限定的であろう。

流域の地形・気候・地質・土壌（森林利用の履歴も影響）特性がベースにある

流域の先行水分条件（無降雨日日数、初期流量）に最も影響される （自然条件）

日本の平均的流域において計画降雨を何mmとするか

・林床：裸地→植生侵入・リター被覆＝地表の状態が洪水緩和機能を最も
大きく変化させる。

・これに比べて、樹冠（葉量）の変化や樹種の変化の影響はかなり小さい。



森林の洪水緩和機能（続き）森林の洪水緩和機能（続き）

・洪水緩和機能に関して現在の森林の状態を大きく変化させる可能性は
小さい。

・地表の裸地化を防ぐ森林の継続的な管理が不可欠。表 裸 を防 森林 継続 管 欠。

・森林の洪水緩和機能の定量化は、一般的には小さい流出率や大きい
飽和雨量等によって定量化されていると言えるが 森林の状態を組み込飽和雨量等によって定量化されていると言えるが、森林の状態を組み込
んだより精緻な流出モデルでのパラメタの客観化はまだ十分ではない？

（この点はモデル研究者の議論に待ちたい）

・宅地開発等における洪水調節地の計算は森林と裸地の洪水流出の差
の定量化に相当するかもしれない。

・越流を考慮する治水を考える場合は、おもに流域の先行水分条件に規
定されると見られる「同じ降水量に対する直接流出量のバラツキ」も議論

がする必要があるだろう。



（真板・鈴木、2009）



世界の対照流域法試験による観測結果（再掲）３．



世界の森林のタイプ
（ホイッタカ ）（ホイッタカー）

降水量が多くなると樹高が
大きくなるのは周知の事実大きくなるのは周知の事実



低水流出への影響

劣化した森林の時代

森林が回復した時代

10年平均流況曲線

1970年代は他に比べ10年平均の年降水量がかなり大きい



Ao層の表面侵食防止作用

ろ過作用
森林土壌の

層 表面侵食防 作用

緩衝作用
森林土壌の

水質浄化機能は森林の地下部水質浄化機能は森林の地下部
における多くの要素の複合的作
用により発揮される

土壌鉱物・基盤岩の化学的
風化（ミネラルの付加）

飽和帯での脱窒作用飽和帯での脱窒作用
（ｐHの上昇）



教科書「森林科学」より



教科書「森林科学」より



水資源貯留機能と水質浄化機能について水資源貯留機能と水質浄化機能について

・洪水緩和機能は流量調節機能（平準化機能）であり、豊水流量や平水流洪水緩和機能は流量調節機能（平準化機能）であり、豊水流量や平水流
量、時には低水流量までも増加させることにより水利用機会を増加させる。
（洪水として海に流出する無効流量を小さくしている。）これを水資源貯留機
能と称している能と称している。

・しかしながら、森林の水消費量は大きく、とくに蒸散作用が地下水流出を減
少させる可能性があり、渇水流量付近では必ずしも流況を改善しない。その少させる可能性があり、渇水流量付近では必ずしも流況を改善しな 。その
程度は流域の気候条件に左右されると考えられる。

・水質浄化機能も降雨が地中流となることにより発揮される。浄化の程度は
地中流が渓流に流出するまでの経路に大きく関係する。

・水質浄化機能にも限界がある。浄化機能に過度に期待する試みは失敗し
ているようである。



現代における現代における森林の水源涵養機能の理解

１．落葉や下草を含めた「森林土壌」（地下部）が雨水を地中に浸透させる
水源涵養の三つの機能はおもに森林土壌によって発揮される
森林が伐採されても土壌が保全されている限り機能は発揮される森林が伐採されても土壌が保全されている限り機能は発揮される

２．森林の成長には水が必要である。
樹冠（地上部）の蒸散作用と遮断蒸発によ て水は消費される樹冠（地上部）の蒸散作用と遮断蒸発によって水は消費される
厳密な意味での「渇水緩和」は難しい

３．50年前まで、各地にハゲ山や粗悪林地が存在したが、日本の森林（特に里
山）は、量的には、数百年ぶりの豊かさを誇っている

森林の水源涵養機能はすでに概ね発揮されている

４．危機に瀕しているのは水質浄化機能→林地への汚濁負荷の排除の必要性

５．土壌保全から森林の水消費の削減へ→葉量の制限→木材生産と両立の可５．土壌保全から森林の水消費の削減 葉量の制限 木材生産と両立の可
能性



森林の復活・成長とその影響
４．
森林の復活 成長とその影響

大きな変化は国土保全機能の向上である

（治山治水臨時措置法はすでに廃止されている）

• 生態系の変化（省略）生態系の変化（省略）

• 水循環の変化
・洪水の緩和は国土保全機能の一部・洪水の緩和は国土保全機能の 部

• 侵食様式の変化
表面侵食 消滅 表層崩壊 減少・・・表面侵食の消滅／表層崩壊の減少

→土砂生産の減少

・土砂災害対策の見直し →深層崩壊対策 警戒・避難も難しい

河床低下／海岸侵食の進行 流砂系の総合土砂管理・河床低下／海岸侵食の進行 →流砂系の総合土砂管理



降 雨降 雨

森林（A 層・下草）の存在

水文現象

森林（A0層・下草）の存在

草本植物の存在
植生 侵食のタイプ

Yes No 雨撃層の発生

土層の存在 地表流の発生

表面侵食不飽和鉛直浸透 表面侵食





不飽和鉛直浸透

難透水層（岩盤）の存在地質

Yes No 深部浸透Yes No 深部浸透

深層崩壊＊
間隙水圧（飽和帯・
地下水）の発生地下水）の発生

＊崩壊が発生するとすれば



間隙水圧の発生

森林（強靭な根系）の存在樹木

Yes No 間隙水圧の増大Yes No

間隙水圧の増大

間隙水圧の増大

表層崩壊間隙水圧の増大

健全な山地（崩壊発生せず）





関東大震災後の崩
壊地調査（神奈川壊地調査（神奈川
県所蔵）





渓 土 石 流 ○

森林の土砂災害防止機能
（土砂停止効果）

渓 土 石 流 ○

渓岸崩壊

床 地表水 ガ リ ー床 地表水 ガ リ

リ ル

降水 ○表面侵食

表層崩壊

斜 地下水 深層崩壊（なし）

地すべり（なし）

表層崩壊
山崩れ ○

地すべり（なし）

風

風化 落 石 ○風化 落 石 ○

面 クリープ

凍上 条件付移動
防止効果

赤字・○は機能が大

雪崩 削 剥
防止効果

○ 条件付停止効果



河川への影響
写真Ａ

写真Ｂ 参照

・過去半世紀の間に「はげ山」は解消した。

・森林内の一部に新たな裸地が出現している。

写真Ｂ 参照

写真Ｃ

・森林の蓄積（樹冠容量）は明らかに増加している。 →蒸発散量は増加し
ている。

・全国的に土砂流出が減少し、河床低下が進んでいる。

→河道の断面積（流水断面積）は増加していると言える。

したがって、降雨―流量―水位の関係も変化しているであろう。

・流出解析における分布型モデルの開発も進んでいる。

大流域においても流域・河道の変化に対応した新たな流出計算が不可欠
であろう。

・先人が遺した「治山治水」の原理は無視できないだろう

・すでに述べたように、河川から海岸への土砂供給は大きく減少している
（ダムの影響、かつての砂利採取の影響もあるだろうが）



環境の構成要素

各種 循環が 素を結び付 る

５．

太陽エネル
ギ

各種の循環が要素を結び付けている

気 候

水 大 気

ギー

環 境地 形

水 大 気

環 境地 形
植生／森林

地 質 土 壌

人 類

循環循環



森林と人間の関係に関する森林の原理
環境原理

①森林は、地形・地質・気候とともに陸域の自然環境を構成する要①森林は、地形 地質 気候とともに陸域の自然環境を構成する要
素の一つであり、しかも生命活動を行っている要素である。

②さらに、人類が生存している地球上の現環境は、森林が地球上に
初めて出現した約４億年前から、陸域に森林が存在することを前提と初 約 、 森 す
して、少しずつ形成されたものである。

③森林の中から生まれ出た人類にとって、特に、かっての森の民・日
本人にとって、それは生存そのものを保障する基盤の一部でもある。
したがって、生活のほとんどの場面で森林が有益なのは当然である。

文化原理

日本人の文化や民俗性も、長い間の森林との関わりで形成された。
すなわち、森林は日本人の「こころ」にも影響を及ぼしている。

利用原理

木材の生産は、光合成生産物の最も効率的な（直接的）利用法であ木材の生産は、光合成生産物の最も効率的な（直接的）利用法であ
る。しかし、物質を森林の外に取り出す利用は、森林環境原理とト
レード・オフの関係にある。



森林のはたらき／森林の多面的機能

生物多様性保全

地球環境保全
土砂災害防止・土壌保全

環

境

土砂災害防止・土壌保全
水源涵養
快適環境形成

環境原理

境

保健 レクリエ ション

快適環境形成

文化

保健・レクリエーション
文化原理

文化

物質生産 （物質）利用原理物質生産 （物質）利用原理



森林の多面的機能のうち 「環境原理」に関わる機能

生物多様性を保全する・生物多様性を保全する

生態系の多様性 種の多様性 遺伝子の多様性

貴重な動植物を保護する 鳥獣保護 自然生態系の保全・貴重な動植物を保護する 鳥獣保護 自然生態系の保全

・動物の棲みかを保護する （種の保存、種の創出）

・地球環境を保全する

・地球の温暖化を防止する 二酸化炭素吸収 化石燃料の代替地球の温暖化を防止する 二酸化炭素吸収 化石燃料の代替

・（地球）気候システムの安定化を図る

・水源を涵養する 「水源涵養機能」

・洪水を緩和する 洪水を防ぐ洪水を緩和する 洪水を防ぐ

・水資源を貯留する X 渇水を防ぐ

・水量を調節する 流量の「平準化」

・水質を浄化する



・山地災害を防止する 「国土保全機能」

・表面侵食を防止する 土壌を保全する

・山崩れを防止する 山崩れを防ぐ

表層崩壊防止 X 深層崩壊には無力

・落石を防止する

・土石流を防止する

・（濁水を防止する）

・土砂流出を防止する

・森林の生産力を維持する 侵食防止

土壌流亡防止

・その他の災害の防止 「森林の防災機能」

・防風 防雪 防霧 なだれ防止

・防潮 塩害防止 飛砂防止 津波防止

防火・防火



森林の多面的機能の特徴
多様性

きわめて多様な機能を持つ機

総合性

一つ一つの機能はそれほど強力ではない（機能の限界つ つの機能はそれほど強力ではない（機能の限界

性）が、多くの機能を重複して発揮することができ、総合
的に強力である （森林の部位によって機能が異なる場合もある）

階層性

多様な機能には管理上重視すべき順番がある多様な機能 は管理 重視す き順番がある

定量的評価が困難

・根源的な機能がある・根源的な機能がある
・森林のタイプや来歴、立地条件等によって発揮される
機能が異なる機能が異なる
・他の環境の要素と複合して発揮される機能がある



森林・自然域の特徴森林・自然域の特徴

• 人類圏以外の生物圏• 人類圏以外の生物圏
• 現太陽エネルギーのみに依存

→現太陽エネルギーの取り入れ口
• 環境保全機能を基本とする多面的機能を発揮• 環境保全機能を基本とする多面的機能を発揮
• 人類圏とは水その他の物質循環で連結

・・・流域（圏）

人類にと て必要不可欠な土地利用• 人類にとって必要不可欠な土地利用

流域圏：超学際的調査・研究／省庁横断的取り組みが特に重要



流域圏の中での自然域流域圏の中での自然域

森林• 森林
• 河川
• 湖沼
• 汽水域• 汽水域
• 沿岸海域

● 多面的機能を持つ

● これらの特徴を持った森林・河川・湖沼・沿岸海域● これらの特徴を持った森林 河川 湖沼 沿岸海域
等は「流域圏」の中で一体的に管理されるべきである



河川の多面的機能

排水 （負）洪水氾濫
森林の多面的機能

排水 （負）洪水氾濫

物質輸送（海への供給）
生物多様性保全

環境

水質浄化

生物多様性保全

生物多様性保全

地球環境保全

土砂災害防止／土壌保全
自然景観保全

気候安定

土砂災害防止／土壌保全

水源涵養

快適環境形成

保健／レクリエーション

河川文化

快適環境形成

保健／レクリエーション

文化

河川文化

水資源 （負）水不足

保健／レクリエ ション

文化

利用
水産資源

交通（舟運）
物質（木材）生産

交通（舟運）

● それぞれの機能を人間と環境が分かち合っている



資料１については、発表者のお申し出により、会議で配

布された資料のうち下記の写真及び図を除いたものをホー

ムページに掲載しております。

記

・青森県所蔵の写真

・福田和彦編著の錦絵

・平尾魯仙の図


